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トマト（りりこ） 
 ２年生がトマトを植えて観察していま

す。畑とプランターの両方で育てるのです

が、理科の先生に聞くと、畑で育てる方が

いいのだけれど、観察するのは、プランタ

ーが便利とのこと。今年もトマトパーティ

ーができそうです。うれしいですね。 
 

 

◆生活科編～不思議青 

１年・２年 学校探検 
 生活科の社会科分野を「村の不思議・街の不思

議」として独自に設定しています。子どもたちの「ふ

しぎ」を大切に社会科という教科につなげていきま

す。学習は、自分・家族・友だちという身近なテーマ

から地域・国・世界へと発達段階に応じて拡がりま

す。自分と関わりのある「人」から「社会のしくみ」

へ学習を深めていきます。                 

１年生と２年生がペアになって、学校を探検しま

す。今年は、探検風景が変わりました。２年生は、タ

ブレットを使いながら１年生を案内します。タブレッ

トには校舎の図が示してあり、わかりやすく説明でき

ます。学校が休校の間にぐんと上手になったタブレッ

トの使い方ですが、１年生もしっかりよく聞いて見て

学んでいましたね。日ごろあまり行くことのない山棟

を丁寧に案内しながら、優しく親切に説明する２年生

と上手に聞いて学ぶ１年生、いずれも頼もしく感じま

した。 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぎさのまなび・・・ 
 新型コロナウイルス感染症のため、休

校になってオンライン授業にしたもの

の、なぎさらしい学習（本物体験等）が

できないのが心残りなことでした。学校

再開で早速動き出したのは、不思議緑の

学びです。 

◆生活科編～不思議緑 

１年 ビオトープ探検 
生活科の理科分野を「本物に触れ、五

感をひらいて学ぶ」授業を展開できる教

科名として子どもたちの「ふしぎ～」と

いう声を生かして命名しました。深い知

恵や高度な工夫につながるような高学力

は、五感で実感し、体験してこそ生まれ

るものです。学習の場として「自然」の

中に豊富にある生き物を対象にして子ど

もたちの中にたくさんの不思議の種をま

き、科学する見方・考え方を育てたい！

そんな願いから生まれた学習が子どもた

ちの心をつかんで離さないのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

メダカ、 

ヤゴ、 

アカハラ 

イモリ、 

コオイム 

シ、アメンボウ、ツチガエル、（トノサ

マガエル）、シュレーゲルアオガエル、

エビの仲間などたくさんの生き物と出会

うことができました。 

 これまでも大好きだったビオトープで

すが、これからは、科学者の目で観察す

ることでしょう。 

 

 

校長通信 

７月の生活目標 

○すみずみまでそうじをしよう 

○平和についてかんがえよう 

こ
ん
な
生
き
物
が
い
た

よ
。
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ここは、４年生の教室です。 

クラスの名前は・・・ 


